
んみゃそにでぎだなぁんみゃもの伝承教室（記事：２ページ）
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葉
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湖
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岩
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角
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田
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宝
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ダ
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畑
ダ
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秋
田
駒
ケ
岳

抱
返
り
渓
谷

た
つ
こ
像

御
座
石
神
社

　

２
月
23
日
、
仙
北
市
中
生
保
内
農
村
運
動

広
場
で
「
雪
あ
そ
び
」
が
行
わ
れ
、
地
域
の

老
若
男
女
が
集
ま
り
、
世
代
を
超
え
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

雪
寄
せ
な
ど
大
変
な
思
い
を
す
る
雪
を
地

域
み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
と

有
志
が
企
画
。
数
日
前
か
ら
地
域
を
上
げ
て

準
備
さ
れ
た
会
場
に
は
、
か
ま
く
ら
や
大
き

な
滑
り
台
が
設
置
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
そ

り
滑
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

隣
接
す
る
会
館
で
は
つ
き
た
て
の
お
餅
が

振
る
ま
わ
れ
た
ほ
か
、
夕
暮
れ
に
は
ミ
ニ
か

ま
く
ら
に
火
が
灯
さ
れ
る
な
ど
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
１
日
に
会
場
は
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

田沢湖地区

232/

　

３
月
８
日
、
神
代
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で

地
域
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
教
室
『
ん
み
ゃ

も
の
伝
承
教
室
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
『
お
こ
わ
』
と
『
オ

レ
ン
ジ
ム
ー
ス
』。
参
加
者
は
講
師
の
千
田
ミ

ワ
さ
ん
（
田
沢
湖
田
沢
）
か
ら
お
い
し
く
作

る
コ
ツ
を
教
わ
り
な
が
ら
、
手
際
よ
く
調
理

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

料
理
が
出
来
上
が

る
と
そ
の
場
で
試
食

し
、「
ん
み
ゃ
ご
ど
」

「
ん
み
ゃ
な
ぁ
」
と
舌

鼓
。
部
屋
中
に
笑
顔

が
溢
れ
ま
し
た
。

ん
み
ゃ
も
の
伝
承
教
室

賑
や
か
に
『
ん
み
ゃ
も
の
』作
り

田沢湖地区

83/

今回の表紙

topics

できたての
おこわ。絶品
です。

　

２
月
14
日
に
消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県

大
会
が
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
で
開

催
さ
れ
、
県
内
の
消
防
職
員
12
人
が
仕
事
を

通
じ
て
感
じ
た
こ
と
や
救
急
・
消
防
活
動
改

善
に
向
け
た
提
案
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
、「
真
・
救
急
車
適
正
利
用

の
す
す
め
」
と
題
し
、
本
来
緊
急
性
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
慣
れ
な
い
通
報
に
た
め
ら

い
、
タ
ク
シ
ー
や
家
族
の
運
転
で
病
院
に
向

か
う
と
い
っ
た
実
体
験
を
元
に
、
そ
の
対
応

方
法
に
つ
い
て
発
表
し
た
、
西
木
分
署
の
消

防
士　

阿
部
和
範
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
４
月
に
盛
岡
で
行
わ
れ
る
東
北

大
会
に
秋
田
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
阿
部

さ
ん
は
、
20
日
、
市
役
所
に
受
賞
報
告
に
訪

れ
「
北
九
州
（
全
国
大
会
会
場
）

に
行
け
る
よ
う
に
東
北
大
会
で
精

一
杯
頑
張
っ
て
き
ま
す
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

第
36
回
消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県
大
会

阿
部
和
範
さ
ん
（
西
木
町
桧
木
内
）が
最
優
秀
賞

仙北市

142/

▲阿部さん（右の写真右
から２人目）が提案する

「真・救急車適正利用カー
ド」。カードにある症状の
場合、ためらわず１１９
番に連絡するよう記され
ています。

訂正とお詫び

広報せんぼく２月１日号の 7 ページ「第８回仙北市書初大会」の大会成
績に誤りがありました。下記のとおり訂正してお詫びいたします。

（誤）高橋匠一（生保内小 4 年）　→　（正）高橋匠一（中川小 4 年）

　

任
期
満
了
に
伴
う
仙
北
市
生
保
内
財
産
区

管
理
会
委
員
一
般
選
挙
が
２
月
26
日
に
告
示

さ
れ
、
３
月
３
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

立
候
補
の
届
出
を
し
た
候
補
者
数
は
８
人

（
現
職
６
人
、
新
人
２
人
）
で
し
た
。

　

選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
得

票
順
、
敬
称
略
）

問
合
せ
／
仙
北
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

（
43
）
１
１
５
０

投
開
票
結
果

田沢湖地区

33/

生
保
内
財
産
区
管
理
会
委
員
一
般
選
挙

得票数　氏名　　        年齢  住所　　　　    当落別

482.000   三浦 久　　   64   田沢湖潟　　   当選

451.000   荒木田 作榮   61   田沢湖生保内   当選

433.028   田口 竣吉　   59   田沢湖生保内   当選

408.971   田口 晶英　   62   田沢湖生保内   当選

386.000   難波 和夫　   73   田沢湖生保内   当選

238.000   田村 與志美   64   田沢湖刺巻　   当選

214.000   千葉 正登　   73   田沢湖生保内   当選

_47.000   梅田 時春　   76   田沢湖生保内   次点

西木地区

172/

　

２
月
22
日
か
ら
角
館
雛
め
ぐ
り
（
主
催
：

角
館
雛
め
ぐ
り
推
進
委
員
会　

堺
研
太
郎
委

員
長
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

角
館
に
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
享
保
雛

や
古
今
雛
な
ど
の
雛
人
形
が
町
内
各
所
に
展

示
さ
れ
、
多
く
の
人
が
町
内
を
歩
き
な
が
ら

雛
め
ぐ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
角
館
雛
め
ぐ
り
は
３
月
20
日
ま
で
行

わ
れ
ま
す
。

問
合
せ
／
仙
北
市
商
工
会
角
館
本
所

　
　
　
　

（
54
）
２
３
０
４

町
内
各
所
に
お
雛
様

角館地区

222/

角
館
雛
め
ぐ
り

203/
～

▲仙北市商工会１階『かつらぎ』に展示してある今から
１００年以上前の古今雛

　

２
月
17
日
、
上
野
精
養
軒
（
東
京
都
）
で
、

西
木
町
出
身
の
首
都
圏
在
住
者
約
１
０
０
人

が
集
ま
り
、
第
25
回
紙
風
船
西
木
ふ
る
さ
と

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

西
木
ふ
る
さ
と
会
と
し
て
の
合
同
開
催
は

今
回
が
最
後
。
今
後
は
上
桧
木
内
・
桧
木
内
・

西
明
寺
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
出
身
者
で
構
成
さ

れ
る
３
つ
の
組
織
で
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

　

挨
拶
の
中
で
門
脇
市
長
は
、「
何
か
新
し

い
も
の
を
掴
む
に
は
、
そ
れ
ま
で
握
っ
て
い

た
も
の
を
手
放
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

が
あ
る
。
今
回
の
判
断
は
未
来
に
向
か
っ
て

の
行
動
が
起
き
た
と
い
う
こ
と
」
と
今
後
の

さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
し
た
。

▲首都圏に住む西木町出身の会員の皆さん

紙
風
船
西
木
ふ
る
さ
と
会
最
後
の
合
同
開
催

今
後
は
各
組
織
で
の
活
動
へ

中
生
保
内
で
「
雪
あ
そ
び
」
開
催

世
代
を
超
え
交
流
、冬
を
楽
し
む

▲雪の上ではきれいな花火も ▲そり遊びに大喜び

　

こ
の
度
、
震
災
支
援
で
交
流
の

あ
る
岩
手
県
山
田
町
か
ら
「
塩
保

管
ボ
ッ
ク
ス(

４
基)

」
の
購
入

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
震
災
復
興
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
株
式
会
社
タ
カ
ヤ

ナ
ギ
（
髙
柳
智
史
代
表
取
締
役
社

長
）
か
ら
昨
年
10
月
（
12
日
）
に

贈
呈
さ
れ
た
寄
附
金
で
山
田
町

が
購
入
し
た
も
の
。
山
田
町
の
仮

設
団
地
の
坂
道
や
階
段
に

設
置
さ
れ
、
地
域
内
の
更

な
る
安
全
確
保
に
役
立
ち

ま
す
。

塩
保
管
ボ
ッ
ク
ス
購
入

ご
厚
意
に
感
謝

仙北市

下旬2

▲ ２ 月 下 旬、
山田町に設置
された『塩保
管ボックス』

月

▼

田沢湖地区

西木地区

角館地区

地
域
の
話
題

仙北市の
できごとをお届け

広報せんぼく3 2Semboku  City  Public  Relations
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《
仙
北
市
長
賞
》

　

千ち
ば葉 

由ゆ

き希
（
神
代
小
学
校
５
年
）

《
角
館
図
書
館
後
援
会
長
賞
》

　

金か
な
や谷 

あ
か
り
（
角
館
小
学
校
１
年
）

　

門か
ど
わ
き脇 

眞ま

こ子
（
西
明
寺
中
学
校
２
年
）

《
仙
北
市
教
育
長
賞
》

　

平ひ
ら
お
か岡 

恵け
い
た太
（
神
代
小
学
校
４
年
）

　

真ま
さ
き崎 

奈な

み実
（
生
保
内
中
学
校
３
年
）

《
入
選
（
小
学
校
低
学
年
の
部
）》

　

鎌か
ま
だ田 

宇ね

お朗
（
角
館
小
学
校
１
年
）

　

石い
し
か
わ川 

志ゆ
き
な奈
（
生
保
内
小
学
校
１
年
）

　

佐さ
と
う藤 

鈴り

ん音
（
西
明
寺
小
学
校
２
年
）

《
入
選
（
小
学
校
中
学
年
の
部
）》

　

大お
お
さ
わ澤 

ゆ
き
乃の

（
中
川
小
学
校
４
年
）

　

小お
は
ら原 

陸り
く

（
神
代
小
学
校
４
年
）

　

石い
し
か
わ川 

大た
い
が雅
（
神
代
小
学
校
４
年
）

《
入
選
（
小
学
校
高
学
年
の
部
）》

　

細ほ
そ
か
わ川 

麗れ

み未
（
神
代
小
学
校
６
年
）

　

浅あ
さ
り利 

雅ま
さ
ふ
み史
（
桧
木
内
小
学
校
５
年
）

　

佐さ

さ

き
々
木 

萌も
え
こ子
（
神
代
小
学
校
６
年
）

《
入
選
（
中
学
校
の
部
）》

　

千ち

ば葉 

早さ

わ

こ
和
子
（
西
明
寺
中
学
校
３
年
）

『
ふ
る
さ
と
を
支
え
る
教
師
に
な
り
た
い
』

　
　
　
　

神
代
小
学
校
五
年　

千
葉　

由
希

　

私
は
し
ょ
う
来
、
小
学
校
の
教
師
に
な
る

と
い
う
夢
を
も
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
気
持

ち
や
考
え
方
を
よ
く
考
え
な
が
ら
勉
強
を
教

え
る
教
師
に
な
り
た
い
。

　

五
年
生
に
な
り
、
様
々
な
人
の
生
き
方
が

書
か
れ
た
本
を
よ
く
読
む
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
、
し
ょ
う
来
な
り
た
い
教
師
に
必
要

な
こ
と
や
、
人
々
の
役
立
つ
人
間
に
な
る
た

め
に
、
何
か
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
宮
沢
賢
治
の
考
え

方
、
そ
し
て
生
き
方
は
、
私
に
大
き
な
刺
激

を
与
え
て
く
れ
た
。

　

賢
治
は
、
岩
手
県
花
巻
に
生
ま
れ
、
農
学

校
の
教
師
を
し
た
。
ま
た
、
童
話
作
家
と
し
て
、

そ
し
て
農
民
の
指
導
者
と
し
て
生
き
た
人
だ
。

　

賢
治
の
考
え
方
や
生
き
方
の
中
で
、
特
に

私
の
心
に
ひ
び
い
た
こ
と
が
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
自
分
で
よ
い
と
思
っ
た
こ
と

を
す
ぐ
に
実
行
し
て
い
る
こ
と
だ
。
賢
治
は
、

農
学
校
の
先
生
と
し
て
た
だ
理
想
を
教
え
て

い
て
は
だ
め
な
こ
と
に
気
づ
き
、
農
学
校
を

や
め
た
。
そ
し
て
、
羅
須
地
人
会
を
作
っ
て

耕
作
し
な
が
ら
勉
強
し
、
農
業
技
術
を
農
民

に
指
導
し
た
。
今
ま
で
の
生
活
を
す
て
て
、

新
し
い
挑
戦
を
す
る
こ
と
は
と
て
も
勇
気
の

い
る
こ
と
だ
と
思
う
。
人
の
役
に
立
ち
た
い

賢
治
の
思
い
が
と
て
も
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

　

二
つ
目
は
、
生
き
物
の
命
は
全
て
平
等
だ

と
い
う
考
え
を
常
に
も
っ
て
い
た
こ
と
だ
。

賢
治
は
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と

の
で
き
る
社
会
、
人
間
、
植
物
、
動
物
の
心

が
た
が
い
に
通
じ
合
う
よ
う
な
世
界
を
理
想

と
し
て
い
た
。
こ
ん
な
賢
治
だ
か
ら
こ
そ
、

ど
こ
ま
で
も
他
人
の
た
め
に
つ
く
そ
う
と
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
う
。
ど
ん
な
人

に
対
し
て
も
親
身
に
な
っ
て
接
し
、
人
々
を

苦
し
み
か
ら
な
ん
と
か
救
お
う
と
行
動
し
た

の
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
行
動
は
簡
単
に
で

き
る
こ
と
で
は
な
い
。
自
分
を
す
て
て
ま
で
、

人
の
た
め
に
つ
く
そ
う
と
す
る
心
の
支
え
は

何
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
答
え
は
、
賢
治
の
作
品
に
あ
る
と
思
っ

た
。
作
品
の
舞
台
は
、
ふ
る
さ
と
岩
手
と
似

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ふ
る
さ
と
が
良
く
な

る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
書
い
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
賢
治
は
、
ふ
る
さ
と
を
、
そ
し

て
ふ
る
さ
と
の
人
々
を
心
か
ら
愛
し
て
い
た

と
思
う
。
だ
か
ら
、
ふ
る
さ
と
の
人
々
の
幸

福
を
求
め
て
行
動
し
た
の
だ
と
思
う
。

　

賢
治
の
よ
う
な
生
き
方
は
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
。
私
に
は
、
賢
治
の
よ
う
な
勇
気
や

行
動
力
が
な
い
か
ら
だ
。
様
々
な
こ
と
に
挑

戦
し
た
い
と
い
う
思
い
を
も
ち
な
が
ら
、
な

か
な
か
実
行
で
き
ず
に
い
る
自
分
が
い
る
。

け
れ
ど
、
賢
治
と
同
じ
く
ふ
る
さ
と
が
好
き

だ
。
優
し
く
接
し
て
く
れ
る
地
域
の
人
々
が

好
き
だ
。
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
が
ん
ば
り
た

い
と
思
う
よ
う
な
魅
力
的
な
ふ
る
さ
と
だ
。

　

私
が
こ
れ
か
ら
が
ん
ば
る
こ
と
は
、
今
や

る
べ
き
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
自
分

を
磨
く
こ
と
だ
。
自
分
を
も
っ
と
成
長
さ
せ
、

賢
治
の
よ
う
な
勇
気
や
行
動
力
を
身
に
付
け

た
い
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
や
課
題
を

も
っ
と
深
く
理
解
し
て
い
き
た
い
。

　

私
は
、
大
人
に
な
っ
た
ら
ふ
る
さ
と
の
人
々

を
支
え
る
教
師
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
、
ふ

る
さ
と
を
愛
し
、
共
に
助
け
合
っ
て
生
き
よ

う
と
す
る
人
間
を
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
教

師
に
な
り
た
い
。

　

読
ん
だ
本　

「
宮
沢
賢
治
」　
　

ポ
プ
ラ
社

仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
24
年
度

　

今
回
が
第
２
回
目
と
な
る
「
平
成
24
年

度
仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」（
仙

北
市
教
育
委
員
会
主
催
・
角
館
図
書
館
後

援
会
後
援
）
が
行
わ
れ
、
仙
北
市
内
の
小
・

中
学
校
か
ら
合
わ
せ
て
１
１
７
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
２
月
５
日
、
審
査
委
員

長
の
西
宮
陽
助
氏
と
副
審
査
委
員
長
の
鈴

木
次
郎
氏
（
と
も
に
角
館
図
書
館
後
援
会

員
）、
各
小
・
中
学
校
６
人
の
先
生
に
よ
っ

て
審
査
が
行
わ
れ
、
千
葉
由
希
さ
ん
（
神

代
小
学
校
５
年
）
の
「
ふ
る
さ
と
を
支
え

る
教
師
に
な
り
た
い
」
が
仙
北
市
長
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

２
月
28
日
に
仙
北
市
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
賞

し
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
結
果
（
敬
称
略
）

主催：仙北市教育委員会

後援：角館図書館後援会

《
佳
作
（
小
学
校
低
学
年
の
部
）》

　

千ち

ば葉 
愛ま
ひ
ろ埜
（
生
保
内
小
学
校
１
年
）

　

川か
わ
ご
え越 

聖せ
い
ら来
（
角
館
小
学
校
２
年
）

《
佳
作
（
小
学
校
中
学
年
の
部
）》

　

佐さ
と
う藤 

彩あ

み海
（
桧
木
内
小
学
校
４
年
）

　

佐さ

さ

き
々
木 

美み

ゆ祐
（
中
川
小
学
校
３
年
）

　

坂さ
か
も
と本 

希の
あ
ん晏
（
角
館
小
学
校
３
年
）

《
佳
作
（
小
学
校
高
学
年
の
部
）》

　

草く
さ
な
ぎ彅 

言こ
と

（
白
岩
小
学
校
６
年
）

　

太お
お
た田 

創そ
う

（
白
岩
小
学
校
６
年
）

　

浅あ
さ
り利 

拓た
く
ろ
う朗
（
桧
木
内
小
学
校
６
年
）

《
佳
作
（
中
学
校
の
部
）》

　

佐さ
と
う藤 

里り

か花
（
角
館
中
学
校
１
年
）
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１

２

３

４

仙
北
市
期
限
付
き
パ
ー
ト

職
員
募
集

●
募
集
期
間
／
３
月
18
日
～
22
日

●
募
集
業
種
／
事
務
補
助
員
７
人

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

●
事
業
名
／
健
康
増
進
事
業
、
大
腸

　

が
ん
予
防
事
業

●
内
容
／
健
（
検
）
診
事
業
に
係
る

　

各
世
帯
へ
の
配
布
物
袋
詰
め
作
業

●
雇
用
予
定
期
間
／
４
月
８
日
～
４

　

月
19
日
（
土
・
日
除
く
）（
10
日
間
・

　

１
日
７
時
間
予
定
）

●
申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
角
館

　

か
ら
の
紹
介
状
と
履
歴
書
を
健
康

　

管
理
セ
ン
タ
ー
へ
ご
持
参
く
だ
さ

　

い
。

　

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
健
康
管
理

　

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

●
採
用
に
つ
い
て
は
、
書
類
お
よ
び

　

面
接
（
３
月
27
日
予
定
）
に
よ
っ

　

て
選
考
し
ま
す
。

　

採
用
人
数
、
雇
用
予
定
期
間
に
つ

　

い
て
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
角

　

館
）　

（
55
）
１
１
１
２

仙
北
市
で
は
随
時
「
消
防

団
員
・
消
防
団
協
力
事
業

所
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

【
消
防
団
員
】

●
仙
北
市
に
居
住
さ
れ
、
年
齢
18
歳
以

　

上
で
心
身
と
も
に
健
康
な
方
で
あ
れ

　

ば
男
女
を
問
わ
ず
入
団
で
き
ま
す
。

●
消
防
団
は
、
地
域
で
発
生
し
た
火
災

　

の
鎮
圧
や
地
震
・
風
水
害
な
ど
各
種

　

災
害
の
防
ぎ
ょ
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の

　

こ
と
、
災
害
に
備
え
た
訓
練
や
予
防
・

　

広
報
な
ど
の
活
動
も
幅
広
く
行
っ
て

　

い
ま
す
。

●
消
防
団
員
に
は
、
公
務
災
害
補
償
、

　

年
報
酬
、
出
動
手
当
、
退
職
報
償
金

　

制
度
等
が
あ
り
ま
す
。

●
消
防
団
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
、
地

　

域
に
貢
献
し
た
い
方
、
入
団
を
お
待

　

ち
し
て
い
ま
す
。

３
月
29
日

夜
間
納
税
窓
口
開
設

の
お
知
ら
せ

　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間

納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
３
月
29
日
（
金
）

　

17
時
15
分
～
19
時

　

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場

　

合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域

　

セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

（
43
）
１
１
１
７

　

※
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
も
随
時

　

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
な
く

　

来
庁
ま
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
民
課
国
保
年
金
係
か
ら

３
つ
の
お
知
ら
せ

①
70
歳
か
ら
74
歳
の
方
の

　
医
療
費
負
担
が
１
割
に

　
据
え
置
か
れ
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
の
70

～
74
歳
の
方
の
病
院
な
ど
医
療
機
関

で
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て
、
平
成
25

年
４
月
か
ら
２
割
負
担
に
見
直
す
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
3

月
ま
で
の
1
年
間
、
窓
口
負
担
が
1

割
に
据
え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
高
齢
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
に
は
、
1
割
負
担
を
据
え
置

く
旨
の
記
載
が
あ
る
新
し
い
受
給
者

証
を
3
月
下
旬
に
郵
送
で
交
付
し
ま

す
。

※
既
に
３
割
負
担
を
頂
い
て
い
る
方
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な

る
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
除
き
ま
す
。 

②
～
福
祉
医
療
の
お
知
ら
せ
～

　
４
月
に
中
学
校
入
学
、

　
ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭

　
で
３
月
に
高
校
等
卒
業

　
の
方
へ

　

現
在
、
３
月
31
日
で
終
了
と
な
る

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

方
で
、
新
た
に
別
の
区
分
で
該
当
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
・
療

育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方
は
障
が
い

者
の
区
分
で
、
ま
た
ひ
と
り
親
家
庭

の
12
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
ひ
と

り
親
家
庭
の
区
分
で
、
引
き
続
き
福

祉
医
療
に
該
当
す
る
旨
別
途
対
象
者

あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
区
分
は

所
得
制
限
が
あ
り
、
対
象
者
の
申
請

に
よ
っ
て
該
当
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
現
在
ひ
と
り
親
家

庭
の
方
で
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を

お
持
ち
で
な
く
て
も
、
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
や
そ
の
他
の
不
明
な
点

に
つ
い
て
は
、
市
民
課
国
保
年
金
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険
の
加
入

　
者
が
進
学
に
よ
り
転
出

　
さ
れ
る
場
合
は
手
続
き

　
が
必
要
で
す

　

国
民
健
康
保
険
証
は
住
所
が
あ
る

市
町
村
で
発
行
さ
れ
る
た
め
、
市
役

所
で
転
出
の
手
続
き
を
す
る
と
仙
北

市
の
国
保
の
資
格
は
喪
失
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
国
保
に
加

入
し
て
い
る
方
が
進
学
の
た
め
転
出

さ
れ
る
場
合
は
、
世
帯
主
（
保
護
者
）

の
申
請
に
よ
り
仙
北
市
か
ら
保
険
証

が
発
行
で
き
ま
す
。
お
近
く
の
各
庁

舎
、
出
張
所
で
お
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
前
年
に
同
様
の
手
続
き
を

し
て
い
た
方
に
は
関
係
書
類
を
世
帯

主
あ
て
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

更
新
ま
た
は
非
該
当
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
学
生
本
人
の
国
民
健
康
保
険
証
、
印

　

鑑
、
学
生
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
今
年
4
月
か
ら
入
学
さ
れ
る
方

　

も
転
出
手
続
き
時
に
申
請
で
き
ま

　

す
が
、
4
月
以
降
に
在
学
証
明
書

　

を
必
ず
市
役
所
に
お
届
け
く
だ
さ

　

い
。

●
問
合
せ
／
市
民
課
（
角
館
庁
舎
）

　

国
保
年
金
係　

（
43
）
３
３
０
７

【
消
防
団
協
力
事
業
所
】

　

仙
北
市
で
は
消
防
団
員
の
方
を
雇
用

す
る
な
ど
消
防
団
活
動
に
協
力
し
て
い

る
事
業
所
を
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」

と
し
て
認
定
し
、
表
示
証
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

◆
消
防
団
協
力
事
業
所
一
覧　

　
（
平
成
25
年
３
月
１
日
現
在
）

▼
株
式
会
社 

門
脇
組
　
▼
株
式
会
社 

畠
山
建
設
工
業
　
▼
佐
藤
建
設 

株
式
会

社
　
▼
日
高
建
設 

株
式
会
社
　
▼
株
式

会
社 

寺
沢
工
務
店	

▼
万
六
建
設 

株
式

会
社
　
▼
有
限
会
社 

石
建
工
業
　
▼
角

館
建
設
工
業 

株
式
会
社
　
▼
株
式
会
社 

サ
ト
ウ
　
▼
株
式
会
社 

高
田
組
　
▼
株

式
会
社 

瀧
神
巧
業	

　

現
在
、
市
内
11
事
業
所
に
交
付
さ
れ
、

消
防
団
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

●
表
示
証
交
付
基
準
（
次
に
掲
げ
る
基

　

準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
て
い
る
こ

　

と
）

①
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
、
相
当

　

数
入
団
し
て
い
る
こ
と
。 

②
従
業
員
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
、

　

積
極
的
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
。

③
災
害
等
に
お
け
る
資
機
材
等
の
提
供

　

等
、
消
防
団
の
活
動
に
協
力
し
て
い

　

る
こ
と
。

④
事
業
所
に
機
能
別
分
団
等
を
設
置
し

　

て
い
る
こ
と
。

⑤
そ
の
他
消
防
団
活
動
に
協
力
す
る
こ

　

と
に
よ
り
、
地
域
の
消
防
防
火
体
制

　

の
充
実
強
化
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
。 

●
消
防
団
協
力
事
業
所
と
し
て
認
定
さ

　

れ
た
事
業
所
に
は
「
消
防
団
協
力
事

　

業
所
表
示
証
」
を
交
付
す
る
と
と
も

　

に
、
表
示
証
を
社
屋
等
に
掲
示
で　

　

き
、
ま
た
、
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

等
で
も
広
く
公
表
す
る
こ
と
が
で
き

　

る
た
め
、
社
会
貢
献
企
業
と
し
て
信

　

頼
性
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
事
業
所

　

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

●
地
域
の
安
全
と
消
防
団
活
動
に
貢
献

　

し
、
ま
た
、
こ
の
制
度
に
賛
同
い
た

　

だ
け
る
事
業
所
を
随
時
募
集
し
て
い

　

ま
す
。

「
平
成
25
年 

春
の
火
災
予
防
運
動
」

　

平
成
25
年
春
の
火
災
防
運
動
が
、
４

月
７
日
（
日
）
か
ら
13
日
（
土
）
ま
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
降
雪
量
も
多
く
、
ま
だ
ま
だ

暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
多
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
環
境
防
災
課（
角
館
庁
舎
）

　

（
43
）
３
３
０
８
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●総務課　 43-1111　　●ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

●田沢湖地域センター（サポートセンター）　 43-1115・43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　 43-1352

市
役所からのお知らせ

　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ

ｎ　

●角館地域センター（サポートセンター）　 43-3309

●西木地域センター（サポートセンター）　 43-2200　
●桧木内出張所（サポートセンター）　 48-2001　

●上桧木内出張所（サポートセンター）　 49-2159

５
配信される情報
◆防災情報　◆安心情報　
◆子育て情報　◆学校情報
空メールで簡単登録！
toroku@anshin.city.semboku.

akita.jp

へ空メールを送信。返信され
るメールの内容に従って本登
録を行ってください。
●問合せ／総合情報センター
　 43-3339

仙北市
安全・安心メール
にご登録ください！



緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事
業

　

採
用
に
つ
い
て
は
企
業
の
景
気
悪
化
に
よ
り
離

職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
で
仙
北
市
民
を
優
先
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

被
災
求
職
者
を
除
き
、
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策

基
金
事
業
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
通
算
12
カ
月
を

越
え
て
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
雇
用
予
定
期
間
／
４
月
１
日
か
ら
６
カ
月

①
担
当
課
／
商
工
課　

（
43
）
３
３
５
１

●
募
集
業
種
・
人
数
／
事
務
補
助
員
１
人

●
事
業
名
／
地
域
特
産
物
販
路
拡
大
等
対
策
事
業

●
内
容
／
特
産
物
の
収
集
補
助
・
販
売
促
進
等

②
担
当
課
／
保
健
課　

（
55
）
１
１
１
２

●
募
集
業
種
・
人
数
／
事
務
補
助
員
１
人

●
事
業
名
／
検
診
等
受
診
向
上
対
策
事
業

●
内
容
／
特
定
検
診
等
の
未
受
診
者
対
応
等

③
担
当
課
／
文
化
財
課　

（
43
）
３
３
８
４

●
募
集
業
種
・
人
数
／
事
務
兼
軽
作
業
員
２
人

●
事
業
名
／
旧
石
黒(

恵)

家
公
開
事
業

●
内
容
／
受
付
・
案
内
・
清
掃
作
業
等

  ●投・開票予定日時・会場
平成 25 年４月７日（日）

▼投票／午前 7 時から午後 7 時まで（市内 21 投票所）

▼開票／午後 8 時 30 分から（角館交流センター） ④
担
当
課
／
教
育
指
導
課　

（
43
）
３
３
８
２

●
募
集
業
種
・
人
数
／
英
語
指
導
助
手
１
人

●
事
業
名
／
小
学
校
英
語
活
動
推
進
事
業

●
内
容
／
小
学
生
へ
の
英
語
指
導
助
手

⑤
担
当
課
／
種
苗
交
換
会
招
致
推
進
室 

　

（
43
）
２
２
０
６

●
募
集
業
種
・
人
数
／
事
務
補
助
員
３
人

●
事
業
名
／
秋
田
県
種
苗
交
換
会
開
催
事
業

●
内
容
／
関
係
団
体
と
の
連
絡
調
整
、
窓
口
業
務

⑥
担
当
課
／
環
境
防
災
課　

（
43
）
３
３
０
８  

●
募
集
業
種
・
人
数
／
調
査
員
１
人

●
事
業
名
／
空
き
家
適
正
管
理
対
策
事
業

●
内
容
／
空
き
家
調
査
、
台
帳
作
成
、
巡
回
指　

　

導
等

仙
北
市
単
独
緊
急
雇
用
対
策
基
金
事

業
　

市
内
求
職
者
の
短
期
雇
用
・
就
業
機
会
の
創
出

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
仙
北
市
民
を
優
先
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事
業
を
活
用
し

た
方
々
も
応
募
可
能
で
す
。

●
雇
用
予
定
期
間
／
４
月
１
日
か
ら
６
カ
月

緊
急
雇
用
対
策

仙
北
市
臨
時
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼
受
付
期
間
／
3
月
19
日
ま
で　
　

▼
面
接
日
／
3
月
21
日
（
木
）
10
時
～　

▼
面
接
会
場
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー　

①
担
当
課
／
生
涯
学
習
課　

（
43
）
３
３
８
３

●
募
集
業
種
・
人
数
／
事
務
員
２
人

●
事
業
名
／
国
民
文
化
祭
推
進
事
業

●
内
容
／
関
係
団
体
と
の
連
絡
調
整
お
よ
び
関
連

　

業
務

②
担
当
課
／
観
光
課
Ｔ
Ｉ
Ｃ　

（
42
）
８
３
７
７

●
募
集
業
種
・
人
数
／
事
務
補
助
員
１
人

●
事
業
名
／
広
域
観
光
案
内
事
務
職
員
確
保
事
業

●
内
容
／
外
国
人
へ
の
観
光
案
内
業
務
等

③
担
当
課
／
農
山
村
活
性
課　

（
43
）
２
２
０
６

●
募
集
業
種
・
人
数
／
事
務
兼
環
境
整
備
員
１
人

●
事
業
名
／
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
等
マ
ン
パ
ワ
ー

　

確
保
事
業

●
内
容
／
窓
口
業
務
、
施
設
維
持
管
理
等

④
担
当
課
／
田
沢
湖
図
書
館　

（
43
）
１
３
０
７

●
募
集
業
種
・
人
数
／
事
務
補
助
員
１
人

●
事
業
名
／
田
沢
湖
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
拡
充
事
業

●
内
容
／
蔵
書
・
デ
ー
タ
ー
整
備
等

⑤
担
当
課
／
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

　

（
54
）
３
３
０
５

●
募
集
業
種
・
人
数
／
事
務
補
助
員
１
人

●
事
業
名
／
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
マ
ン
パ
ワ
ー
確
保

　

事
業

●
内
容
／
書
類
整
理
、
運
搬
車
計
量
等
業
務

仙
北
市
災
害
廃
棄
物
受
入
事
業

　

市
内
求
職
者
の
短
期
雇
用
・
就
業
機
会
の
創
出

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
仙
北
市
民
を
優
先
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事
業
を
活
用
し

た
方
々
も
応
募
可
能
で
す
。

●
雇
用
予
定
期
間
／
４
月
１
日
か
ら
６
カ
月

①
担
当
課
／
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

　

（
54
）
３
３
０
５

●
募
集
業
種
・
人
数
／
事
務
兼
軽
作
業
員
１
人

●
事
業
名
／
災
害
廃
棄
物
受
入
事
業

●
内
容
／
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
運
搬
車
計
量
等

　

業
務

秋田県知事選挙のお知らせ
　任期満了に伴う秋田県知事選挙は、平成 25 年 3 月 21
日（木）告示、4 月 7 日（日）投・開票の予定です。
　これからの県政を方向づける大切な選挙です。忘れずに
投票しましょう。

  ●投票できる方
　次の条件をすべて満たし、選挙人名簿に登録されている方

▼年齢／平成 5 年 4 月 8 日以前に生まれた方
※修学等により市外に居住している学生の方は投票できま

せん。

▼住所／平成 24 年 12 月 20 日以降に秋田県内の市町村間
で住所を異動（1 回に限る）した方は、異動前の住所地で
投票することができますが、現在お住まいの市町村役場で

「引き続き住所を有する証明書」または住民票抄本の発行
（無料）を事前に受けておく必要があります。

  ●投票所
　投票所は、次のとおりです。入場券が届きましたら、投
票場所を必ず確認してください。

投票区 投票所

田
沢
湖
地
区

田沢 田沢交流センター
石神 石神会館
武蔵野 武蔵野会館
生保内 田沢湖健康増進センター
潟 潟文化センター
岡崎 岡崎生活総合センター
神代 田沢湖福祉医療センター
梅沢 森腰構造改善センター
卒田 卒田会館

角
館
地
区

北 仙北市役所角館庁舎
南 市立角館総合病院
東 角館交流センター
西 角館中学校
中川 中川集落センター
雲沢 雲沢集落センター
西長野 西長野交流センター
白岩 白岩小学校

西
木
地
区

上桧木内 紙風船館
桧木内 桧木内小学校
西明寺北 かたくり館
西明寺南 西木総合開発センター

  ●郵便等による不在者投票について
　身体に重度の障がいがあり、下記の要件にあてはまる方
は、所定の手続きで、郵便等による不在者投票ができます。
　あらかじめ当選挙管理委員会から「郵便等投票証明書」
の交付を受けておく必要がありますので、ご注意ください。
１  身体障害者手帳に次のいずれかの障がいが記載されて
　いる方
◆両下肢、体幹、移動機能の障がい　…1 級または 2 級
◆心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、…1 級または 3 級
　直腸、小腸の障がい
◆免疫、肝臓の障がい　…1 級から 3 級まで
２ 戦傷病者手帳に次のいずれかの障がいが記載されてい
　る方
◆両下肢、体幹の障がい　　…特別項症から第 2 項症まで
◆心臓、じん臓、呼吸器、　…特別項症から第 3 項症まで
　ぼうこう、直腸、小腸、
　肝臓の障がい
３ 介護保険の被保険者証の要介護状態区分が「要介護 5」
　の方

  ●期日前・不在者投票について

▼期日前・不在者投票のできる期間／

　平成 25 年３月２２日（金）～４月６日（土）
※投票日当日に仕事などのために投票所に行くことができ

ない方は、期日前・不在者投票をご利用ください。

入場券がお手元に届いている場合は、入場券裏面の「期日

前投票宣誓書兼請求書」に所要事項を記入の上、投票時に

ご持参ください。

１ 期日前投票は、次の投票所で投票できます。

投票所 投票時間
仙北市役所
田沢湖・角館・西木庁舎

午前 8 時 30 分～午後 8 時

田沢・神代・桧木内出張所 午前 8 時 30 分～午後 5 時
※お住まいの地域に関係なく投票できます。

※投票所によって投票時間が違いますので、ご注意ください。

２ 滞在先（出稼ぎ等）で不在者投票を行う場合は、お早め
　に請求してください。仙北市役所各庁舎、各出張所窓口
　に請求書を準備しています。
３ 病院等の指定施設に入院・入所されている場合は、施設
　の担当者におたずねください。
４ 郵便による不在者投票（郵便投票証明書をお持ちの方）
　は 4 月 3 日までに請求してください。

私の一票　あなたの一票　秋田を支える　この一票

  ●問合せ
　仙北市選挙管理委員会　  43-1150

入場券
の発送

は、

3月2
1日の

予定で
す。

●申込方法／ハローワーク角館からの紹
介状と応募用紙（ハローワークで交付）
を各担当課へ持参してください。
※郵送では受け付けません。
※詳細については、担当課へお問い合わ
せください。

広報せんぼく9 8Semboku  City  Public  Relations



①
肝
炎
に
対
す
る
正
し
い
知
識

　

肝
臓
は
病
気
に
か
か
っ
て
も
、
す
ぐ
に
は

症
状
が
で
に
く
い
こ
と
か
ら
「
沈
黙
の
臓
器
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
日
本
で
は
Ｂ
型
お
よ
び
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
患
者
、
感
染
者
が
合
わ

せ
て
３
０
０
万
人
を
超
え
る
と
推
定
さ
れ
て

お
り
、
国
民
40
人
に
１
人
に
当
た
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
は
慢
性
肝
炎
の
原
因
と

な
り
、
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
い
だ
け
に

放
置
し
が
ち
で
す
が
、
や
が
て
肝
硬
変
、
さ

ら
に
肝
が
ん
へ
と
進
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

肝
が
ん
の
原
因
の
約
80
％
は
Ｂ
型
、
Ｃ
型

の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
で
す
。
こ
の
よ
う
に
原

因
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
肝
が
ん
は

予
防
可
能
な
が
ん
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

●
Ｂ
型
肝
炎
／
わ
が
国
の
Ｂ
型
肝
炎
の
持
続

　

感
染
者
の
ほ
と
ん
ど
が
出
産
時
の
母
子
感

　

染
で
す
が
、
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
年
） 

以 

　

降
は
感
染
防
止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
性
交
渉
を
中
心
に
大
人
に
な
っ

　

て
か
ら
の
感
染
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
型
肝
炎
の
持
続
感
染
者
の
約
90
％
は
無

　

症
候
性
キ
ャ
リ
ア
と
呼
ば
れ
る
、
特
に
治

　

療
の
必
要
の
な
い
状
態
が
生
涯
続
き
ま
す
。

　

約
10
％
の
人
が
慢
性
肝
炎
と
な
り
、
放
置

　

す
る
と
肝
硬
変
、
肝
が
ん
へ
と
向
か
う
可

　

能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
Ｃ
型
肝
炎
／
手
術
や
出
産
時
の
輸
血
、
血

　

液
製
剤
な
ど
に
よ
る
感
染
が
多
数
を
占
め

　

ま
す
が
、
１
９
９
０
年
以
降
は
対
策
が
と

　

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
注
射
針
・
注

　

射
器
の
使
い
ま
わ
し
（
戦
後
か
ら
１
９
７
０

　

年
代
に
か
け
て
の
予
防
接
種
や
、
薬
物
乱

　

用
者
の
注
射
）
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら

　

れ
ま
す
。

　

Ｃ
型
肝
炎
は
慢
性
化
し
や
す
く
（
約
70
％
）、

　

20
～
50
年
か
け
て
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
進

　

む
可
能
性
が
高
く
注
意
が
必
要
で
す
。
特

　

に
40
～
50
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
病
気
の
進
行

　

が
速
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
　
　

②
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
つ
い
て

　

Ｂ
型
、
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、
現
在

で
は
感
染
予
防
対
策
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

通
常
の
生
活
で
は
新
た
に
感
染
す
る
こ
と
は

極
め
て
稀
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
過
去
に
は
誰
で
も
感
染
す
る
可

能
性
が
あ
っ
た
病
気
だ
っ
た
た
め
、
40
歳
以

上
の
方
は
そ
れ
よ
り
下
の
世
代
に
比
べ
て
感

染
し
て
い
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
え
ま
す
。

　

自
覚
症
状
が
出
に
く
い
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

の
早
期
発
見
に
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
ぜ

ひ
必
要
で
す
。
現
在
で
は
治
療
法
が
大
き
く

進
歩
し
て
お
り
、
肝
炎
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や

場
合
に
よ
っ
て
は
根
治
も
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

検
査
は
採
血
に
よ
る
血
液
検
査
で
行
い
ま

す
。
Ｂ
型
肝
炎
に
つ
い
て
は
、
H
B
ｓ
抗
原

検
査
で
感
染
の
有
無
を
判
定
し
ま
す
。
C
型

肝
炎
に
つ
い
て
は
、
H
C
V
抗
体
検
査
と

H
C
V
コ
ア
タ
ン
パ
ク
検
査
、
H
C
V
‐

R
N
A
検
査
の
組
み
合
わ
せ
で
感
染
の
有
無

を
判
定
し
ま
す
。

　

秋
田
県
で
は
保
健
所
と
委
託
医
療
機
関
に

お
い
て
、
無
料
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
を

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
に
お
い
て
も
住
民
健

診
の
一
環
と
し
て
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
新
た
に
感
染
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
い
た
め
、
現
在
感
染
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
一
生
に
一
度
は
検
査
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

③
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
で
要
精
検
に
な
っ

　
た
と
き

　

Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
の
ど
ち
ら
か
に
感
染
し

て
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
こ
れ
ま
で

通
り
の
日
常
生
活
を
送
る
の
に
と
く
に
支
障

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
肝
臓
の
状
態
に
よ
っ

て
は
、
定
期
的
な
検
査
や
ウ
イ
ル
ス
を
抑
え

る
治
療
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

一
度
、
き
ち
ん
と
医
療
機
関
で
精
密
検
査
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
す
で
に
感
染
が
わ
か
っ
て
い
て
現

在
通
院
し
て
い
な
い
方
も
、
ぜ
ひ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

Ｂ
型
肝
炎
、
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
法
は
こ
の

数
年
に
大
き
な
進
展
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
型
肝
炎
に
対
し
て
は
、
核
酸
ア
ナ
ロ
グ

製
剤
の
飲
み
薬
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を

抑
え
る
治
療
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
35

歳
以
下
の
若
年
者
に
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

治
療
（
注
射
）
も
検
討
さ
れ
ま
す
。

　

Ｃ
型
肝
炎
に
対
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
単
独
治
療
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
リ

バ
ビ
リ
ン
併
用
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
リ

バ
ビ
リ
ン
、
テ
ラ
プ
レ
ビ
ル
３
剤
併
用
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
を
使
わ
ず
に
飲
み
薬
だ
け
で
行
う
副
作

用
の
少
な
い
次
世
代
治
療
が
近
い
将
来
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

Ｂ
型
肝
炎
、
Ｃ
型
肝
炎
と
も
に
、
治
療
の

目
的
は
、
肝
硬
変
、
肝
臓
が
ん
へ
と
続
く
連

鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
治
療

に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
と
副
作
用
が
あ
る

の
で
、
抗
ウ
イ
ル
ス
治
療
を
行
う
べ
き
か
、

い
つ
開
始
す
べ
き
か
、
ど
の
治
療
を
選
択
す

べ
き
か
の
決
定
は
容
易
で
は
な
く
十
分
な
知

識
と
情
報
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

現
在
は
、
Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
治
療
と
Ｂ
型
肝
炎
の
核
酸
ア
ナ
ロ

グ
製
剤
治
療
に
は
、
医
療
費
の
助
成
制
度
が

用
意
さ
れ
て
お
り
、
経
済
的
な
負
担
は
軽
減

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

☆

　

Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
は
、
通
常
の
日
常
生
活

で
他
人
に
感
染
さ
せ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

食
器
の
区
別
は
不
要
で
す
し
、
お
風
呂
、
ト

イ
レ
、
洗
濯
な
ど
で
感
染
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
以
前
に
、
肝
炎
患
者
さ
ん
で
、「
う

つ
す
の
が
心
配
で
孫
を
抱
い
た
こ
と
が
な
い
」

と
い
う
方
が
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
心
配
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
肝
臓
、

　
そ
し
て
命
を
守
る
た
め
に

大
曲
仙
北
医
師
会　
　

　

中
島
医
院　
　

中
島　

康　

医
師

●仙北市の肝炎ウイルス検診は、毎年 40 歳・

　45 歳・50 歳・55 歳・60 歳・65 歳・70 歳

　になられる方にご案内をしています。

　問合せ／仙北市保健課　 55-1112

●市の検診を受けられない方は、秋田県で

　実施している保健所や指定医療機関でも

　肝炎ウイルス検査を無料で受けることが

　できます。

　問合せ／大仙保健所

　健康・予防課　 0187-63-3403

秋田県マスコット スギッチ
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平成 25 年４月から
難病等の方々が
障害福祉サービス等を
ご利用できます
　平成 25 年 4 月に施行される障害者総
合支援法では、障がい者の範囲に難病
等の方々が加わります。
　今まで、身体障害者手帳を所持して
いないためサービス利用ができなかっ
た方も、対象疾患に該当し必要性が認
められると障害福祉サービス等を受給
することができます。

●対象者／対象疾患（130 種類）による障がいがある方
　※身体障害者手帳の有無は必要ありません。
●受給できるサービス／
　◆障害福祉サービス（居宅介護・短期入所など）
　◆補装具費の支給（車椅子・意思伝達装置など）
　◆地域生活支援事業（日常生活用具給付・相談支援・コミュ
　　ニケーション支援など）
　◆障害児通所支援及び障害児入所支援（18 歳未満の児童の
　　場合のみ利用可）
●手続き／対象と思われる方は、初めに社会福祉課までご連絡
　ください。その際に詳しい手続き等について説明しますので、
　その後、対象疾患にかかっていることがわかる証明書（診断
　書または特定疾患医療受給者証等）等を持参し、各庁舎地域
　センターまたは出張所で申請してください。
　申請後、障害程度区分認定や支給認定等の手続きを経て、必
　要と認められるサービスを利用できることとなります。
　※ご不明な点等ありましたら次の問い合わせ先までご連絡く
　ださい。
●問合せ／社会福祉課（西木庁舎）　障がい福祉係　 43-2288

NAVI
お知らせナビ

お
知
ら
せ

相
談
相
談

募
集

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

イ
ベ
ン
ト

募
集

お
知
ら
せ

イベント

　仙北市出身・在住または仙北市に

縁がある音楽家や音楽家を目指して

いる若者たちの生の演奏をふるさと

の皆さんにお届けします。

●日時／ 3 月 23 日（土）15：30 

開演　●会場／角館樺細工伝承館　

総合研修室　●出演者／畠恭子、土

屋ユミ子、小竹島紗子、阿部央奈、

髙橋彗希、佐々木茉祐、角館中クラ

リネットアンサンブル ほか　●入場

料／無料　●問合せ／事務局：安藤

満里　 090-2989-2918

このイベントには、せんぼくアートプ
ロジェクト推進事業が支援しています。

未来の音
～仙北市が育んだ若き音楽家たち～

募集

JICA ボランティア
世界も、自分も、変える
シゴト

　現地生活費、住居費、往復渡航費等

は JICA より支給。健康・安全面は現地

事務所がバックアップ。

●募集期間／ 4 月 1 日（月）～ 5 月

13 日（月）　●青年海外協力隊／ 20

～ 39 歳まで応募可能　●シニア海外

ボランティア／ 40 ～ 69 歳まで応募

可能　●資料請求・問合せ／ JICA 東

北　ボランティア募集担当　 022-

223-4772　E-mail jicathic-jv@jica.
go.jp

「消費者庁リコール情報サ
イト」をご利用ください

　火災・重傷等の重大製品事故の約１

割がリコール対象品によるものです。

　消費者庁では、これらの事故等の再

発を防止するために、リコール対象品

に関する情報を消費者に周知する取

組を進めています。

●「消費者庁リコール情報サイト」ア

ドレス／ http://www.recall.go.jp/
【消費生活に関する相談窓口】

◆仙北市環境防災課（角館庁舎）

　 43-3308

◆秋田県生活センター

　 018-835-0999

お知らせ

出稼ぎ・季節労働で離職される方へ

特例一時金の受給手続き
について

　ハローワーク角館では特例一時金

受給手続きの受付を 14 時から行って

います。（土・日・祝を除く）

　4、5 月は特に窓口が混雑しますの

で、スムーズに受付が行えるよう受付

開始時間にご協力をお願いします。

●問合せ／ハローワーク角館　

54-2434

角館公民館から
角館地区の皆様へ

　広報せんぼく 3 月 1 日号の折り込

みの平成 25 年度角館公民館等サーク

ルの参加者募集の中の電話番号に誤

りがありました。

石黒（恵）家　茶道教室（表千家）　
黒澤宋節
連絡先　黒澤　 55-5500
訂正してお詫びいたします。

●問合せ／角館公民館　 54-1110
移動公民館②

「車座　下延座談会」

　地域の声を直接聞き、公民館を元気

にしたい。お茶っこ飲みに来てたんせ。

●内容／住民との話し合い。今後の公

民館活動について　●日時／ 3 月 21

日（木）11：00 ～　●会場／下延

コミュニティセンター　●問合せ／

角館公民館　 54-1110

保健・健康の掲示板

市内の路線バス運行時刻
４月１日から改正になります

　生保内線は、角館町内の経路を変更

し、全便角館総合病院に乗入れします。

（注）バスの運行の妨げになり大変危
険ですので、角館総合病院構内にはタ
クシー・福祉車両を除きお車の駐停車
を絶対にしないようお願いします。
●バス時刻が変更になる路線／角館

大曲線、六郷線、生保内線、乳頭線、

田沢湖一周線、八幡平線の一部ダイヤ

●問合せ／羽後交通株式会社

角館自動車営業所　 54-2202　

田沢湖自動車営業所　 43-1511

こころの健康相談
　「つらいこと、苦しいこと、不安なこと、眠れない」など家族や個人の心
の悩みをゆっくり相談してみませんか。臨床心理士、保健師がお話をお聴
きします。
●日時／ 3 月 27 日（水）15：30 ～ 17：00　●場所／角館交流センター

（相談室）、健康管理センター（和室）　●スタッフ／臨床心理士、保健師　
●相談方法／面談、電話相談（要予約）　●問合せ／仙北市保健課　 55-
1112

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

まちづくり
日記

No.53

　

３
月
７
日
の
午
後
６
時
30
分
、
山
梨

県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
忍
野
支
所
か
ら
、

田
沢
湖
ハ
ー
ト
ハ
ー
ブ
に
ク
ニ
マ
ス
の

稚
魚
10
尾
が
到
着
し
ま
し
た
。
市
役
所

の
企
画
政
策
課
職
員
の
代
わ
る
代
わ
る

の
運
転
で
、
車
に
ゆ
ら
れ
る
こ
と
約
10

時
間
の
長
旅
で
し
た
。

　

昨
年
７
月
、
横
内
山
梨
県
知
事
や
渡

邉
富
士
河
口
湖
町
長
、
そ
し
て
京
都
大

学
の
中
坊
先
生
が
約
束
し
て
く
れ
た
通

り
、
ク
ニ
マ
ス
の
一
時
里
帰
り
が
実
現

し
ま
し
た
。
特
別
企
画
展
（
３
月
10
日

～
24
日
）
を
開
催
の
間
、
ク
ニ
マ
ス
の

稚
魚
は
ふ
る
さ
と
田
沢
湖
に
抱
か
れ
て

時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
よ
う
こ
そ
。
そ

し
て
お
帰
り
な
さ
い
。

　

本
当
に
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
で
、
今

回
の
特
別
企
画
展
が
実
現
し
ま
し
た
。
そ

の
中
の
一
人
、
ク
ニ
マ
ス
の
長
旅
に
同
行

し
て
く
れ
た
山
梨
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

の
名
倉
研
究
員
か
ら
は
、「
ク
ニ
マ
ス
の

一
生
は
３
年
か
ら
４
年
で
、
産
ま
れ
て
し

ば
ら
く
は
雌
雄
の
区
別
が
つ
き
ま
せ
ん
。

ま
た
光
に
強
く
反
応
し
て
泳
ぐ
習
性
が
あ

る
よ
う
で
、
カ
メ
ラ
撮
影
の
際
は
、
フ

ラ
ッ
シ
ュ
を
た
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ク
ニ
マ
ス
の
到
着
を
待
ち
受
け
て
い

た
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
は
、
県
立
男
鹿
水

族
館
の
宇
井
研
究
員
が
い
ま
す
。
水
槽

内
の
水
質
管
理
や
温
度
調
整
な
ど
、
特

殊
な
装
置
は
全
て
男
鹿
水
族
館
が
用
意

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
宇
井
研
究
員
は

「
70
年
と
い
う
時
間
の
向
こ
う
か
ら
ク
ニ

マ
ス
は
や
っ
て
来
ま
し
た
。
分
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
今
回
の
特
別
企

画
展
で
、
ま
た
何
か
新
し
い
発
見
が
で

き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
と
楽
し
そ
う
。

　

水
槽
の
中
で
嬉
し
そ
う
に
泳
ぐ
ク
ニ

マ
ス
。
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
愛
ら
し

く
て
美
し
く
て
、
思
わ
ず
話
し
か
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

「
君
た
ち
一
族
は
70
年
前
ま
で
、
こ
の

田
沢
湖
に
住
ん
で
い
た
ん
だ
よ
。
で
も
、

い
ろ
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
、
卵
の
姿
で

西
湖
に
移
住
し
た
ん
だ
。
君
た
ち
の
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
そ
の
ま
た
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
は
、
見
知
ら
ぬ
湖
で
、

人
知
れ
ず
70
年
間
も
頑
張
っ
て
き
た
ん

だ
ね
。
生
き
て
い
て
く
れ
て
、
あ
り
が

と
う
」
。

　

皆
さ
ん
、
ど
う
か
ク
ニ
マ
ス
に
会
い
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

『　
生
き
て
い
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う　
』
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仙
北
市
民
の
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
平
成
25
年
も
３
月
に
な
り
ま
し

た
が
今
年
の
秋
田
は
雪
も
多
く
春
の
訪
れ
は

ま
だ
一
足
も
二
足
も
先
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。
自
身
初
め
て
県
外
で
の
越
冬
で

し
た
が
、
こ
ち
ら
の
岩
手
県
山
田
町
は
秋
田

と
違
い
雪
も
少
な
く
温
暖
な
気
候
の
中
で
仕

事
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
太
平
洋
側
で
す

の
で
夜
明
け
も
徐
々
に
早
く
な
っ
て
き
て
お

り
少
な
か
ら
ず
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。

★

　

平
成
24
年
４
月
の
赴
任
以
来
、
早
い
も
の

で
一
年
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
山
田

町
で
自
分
が
担
当
し
て
い
る
地
区
の
「
防
災

集
団
移
転
促
進
事
業
」
や
「
高
台
道
路
新
設

山田町建設課　主任技師　田口俊彦

SEMBOKU・CITY ～ YAMADA・TOWN

岩手県

山田町レポート

派遣職員 トシ の

No．4

仙北市 山田町

事
業
」
事
業
説
明
会
も
終
わ
り
、
現
在
は
路

線
用
地
測
量
な
ど
を
進
め
な
が
ら
用
地
関
係

者
の
方
々
と
用
地
交
渉
を
進
め
て
お
り
、
早

け
れ
ば
平
成
25
年
度
か
ら
工
事
着
手
の
目
途

が
立
ち
そ
う
で
す
。

★

　

前
回
、
山
田
町
の
山
の
幸
「
松
茸
」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
三
陸
の
春
は

「
春
わ
か
め
」
の
シ
ー
ズ
ン
だ
そ
う
で
す
。
先

日
、
職
場
の
方
か
ら
の
御
厚
意
で
「
生
春
わ

か
め
」
を
頂
き
ま
し
た
。

　

秋
田
で
は
、
茹
で
た
も
の
も
し
く
は
乾
燥

し
た
わ
か
め
を
味
噌
汁
な
ど
に
入
れ
て
食
べ

る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
こ
ち
ら
で
は
か
る

く
湯
が
い
た
あ
と
（
鮮
や
か
な
緑
色
に
変
色

し
ま
す
）
冷
水
で
締
め
て
か
ら
ス
ラ
イ
ス
し

て
、
刺
身
風
で
わ
さ
び
か
生
姜
醤
油
で
食
べ

る
の
が
一
般
的
だ
そ
う
で
す
。
教
え
ら
れ
た

通
り
に
作
っ
て
食
べ
ま
し
た
、
や
は
り
風
味

と
味
わ
い
が
全
然
違
い
ま
し
た
。

高台道路の路線測量センター杭設置の立会
い、奥の山に向かって道路新設予定です。（山
田町船越地内）

被災した町立船越小学校の復旧工事の様子
（現在は造成工事中）

★

　

終
わ
り
に
、
仙
北
市
か
ら
岩
手
県
山
田
町

に
派
遣
さ
れ
早
一
年
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。
３
月
11
日
で
震
災
か
ら
２
年
に
な
り

ま
す
が
、
被
災
地
と
り
わ
け
自
分
が
仕
事
に

携
わ
っ
て
い
る
岩
手
県
山
田
町
も
復
興
に
向

か
っ
て
各
事
業
が
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

震
災
が
起
き
て
早
２
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、
被

災
地
以
外
の
所
で
は
「
過
去
の
出
来
事
」
と

し
て
当
時
の
思
い
が
徐
々
に
忘
れ
ら
れ
て
い

く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。自
分
の
派
遣
レ
ポ
ー

ト
を
通
し
、
仙
北
市
民
の
方
々
に
現
地
の
様

子
や
復
興
に
向
け
て
の
事
業
の
進
み
具
合
な

ど
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
少
し
で
も
被
災
地

の
方
々
と
の
思
い
を
共
有
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
間

で
し
た
が
不
定
期
な
が
ら
も
派
遣
レ
ポ
ー
ト

を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

山田町産の「新生わかめ」、
ご馳走様でした。

山田町建設課のメンバーです。
（山田町市街地と湾を背景に）

14Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく15 広報せんぼく15

給食食材
検査調理場 検査月日 検査品目 産地 セシウム 134 セシウム 137

生保内保育園 平成 25 年 2 月 5 日 白菜 茨城県 不検出 不検出

神代保育園 平成 25 年 2 月 5 日 玉ねぎ 北海道 不検出 不検出
にこにこ保育園 平成 25 年 2 月 5 日 じゃがいも 秋田県 不検出 不検出
ひのきない保育園 平成 25 年 2 月 5 日 もやし 秋田県 不検出 不検出
角館保育園（白岩小百合保育園、
角館西保育園、中川保育園）

平成 25 年 2 月 5 日 にんじん 千葉県 不検出 不検出

※角館地区の保育園では、角館保育園が給食食材を一括購入しています。

▲

一般食品基準値：100Bq ／ kg 以下　( 一般食品、平成 24 年 4 月 1 日より適用 )▲

問合せ／【学校給食】教育委員会教育指導課（角館庁舎）　 43-3382　【保育園給食】子育て推進課（西木庁舎）　 43-2280

仙北市の放射性物質測定状況 （2 月測定分）

◎入場料　一般・大学生1,000円（800円）
　　　　　中・高生500円（当日券のみ）小学生以下無料
　　　　　（　）内は前売り、15名以上の団体料金
　　　　　※常設展もご覧いただけます。
　　　　　この期間中は仙北市民も有料となります。

◎チケット取扱い　角館町平福記念美術館
　　　　　　　　　秋田魁新報社本社・支社・支局・販売店・さきがけ大町センター
　　　　　　　　　caoca広場・秋田テレビ本社・各支局・ローソン（Lコード21515）

◎主催　秋田テレビ／仙北市／秋田魁新報社　
◎企画　オギノマネージメントコーポレーション
◎協力　太田プロダクション
◎後援　秋田県・秋田県教育委員会・エフエム秋田・秋田県芸術文化協会

◎お問い合わせ　秋田テレビ事業開発部　０１８-８６６-８０３０
　　　　　　　　（9：00～17：00　平日）　　　　　　　　　

トークショー＆サイン会
会場　角館樺細工伝承館

トークショー
日時　4 月 21 日（日）午前 11 時～

サイン会
日時　4 月 21 日（日）午後 2 時～

※参加方法など詳しくはお問い合わせく
ださい。

EVENT
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3/１６ 土

●角館小学校卒業式
●生保内幼稚園卒園式
●生保内保育園卒園式
●スローフードジャパン全国大会 in 秋田（花葉館）
●２０１３たざわこ音楽祭（仙北市民会館 14：00 ～） 3/1号P6

●角館バイパス開通前夜祭（角館バイパス本線上 16：30 ～ 19：00） 3/1号P13

１７ 日
●第２回仙北市バスケットボール大会（角館中学校体育館 9：00 ～） 3/1号P14

●角館バイパス開通式（角館防災ステーション 10：00） 3/1号P13

１８ 月

●かくのだて幼稚園卒園式
●献血（詳しくは 3 月 1 日号 16 ページをご覧ください） 3/1号P16

●第５回パソコン講座（エクセル基本）（総合情報センター 9：00 ～12：00） 2/16号P9

●中高年のための「笑いでいきがいづくり教室」（田沢湖健康増進センター《受付》12：40

～13：00　《終了予定》14：30） 2/1号P15

１９ 火

●神代幼稚園卒園式
●神代保育園卒園式
●角館・角館西・中川保育園卒園おめでとうの会
●第５回パソコン講座（エクセル基本）（総合情報センター 9：00 ～12：00） 2/16号P9

●中高年のための「笑いでいきがいづくり教室」（健康管理センター（角館）《受付》9：30 ～ 9：

50　《終了予定》11：30） 1/1号P21

２０ 水

２１ 木

●田沢幼稚園卒園式
●移動公民館②　車座  下延座談会（下延コミュニティーセンター 11：00 ～） P13

●社会福祉協議会 心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） 3/1号P14

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） 3/1号P14

２２ 金
●ひのきない保育園卒園式
●平成 25 年第 1 回仙北市議会定例会閉会日

２３ 土 ●にこにこ保育園卒園式
●未来の音～仙北市が育んだ若き音楽家たち～（角館樺細工伝承館 15：30 ～） P13

２４ 日

２５ 月

２６ 火

２７ 水
●こころの健康相談（角館交流センター（相談室）、健康管理センター（和室）15：30 ～

17：00） P13

２８ 木 ●社会福祉協議会 心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～ 16：00） 3/1号P14

２９ 金 ●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17：15 ～ 19：00） P7

３０ 土

３１ 日

4/ １ 月

２ 火

３ 水

４ 木
●神代幼稚園入園式
●神代・にこにこ保育園入園式

仙北市カレンダー ３/１６土   ～４/４木  

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日
●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● URL　http://www.city.semboku.akita.jp　●印刷　㈱松本印刷

SR　メンバーが足りないと
お呼びがかかり、とあるサッ
カー大会に選手として参加。
参加チーム中、平均年齢ナ
ンバー１の我らの相手は５
試合全部高校生。試合中に
す る こ と は 全 力 で 体 力 回
復！おかげで全試合戦い抜
けました。

TR　今月は 2 週続けてバス
ケットボールの試合がある
ので、休みがちだった練習
になるべく行くようにして
います。が、体力が落ちて
いるためか、自分のイメー
ジに体がついていきません。
衰えるのは早いけど、元に
戻すのは大変だぁ…。

YR　クニマス里帰りを取材。
門脇市長「まちづくり日記」
のとおり、田沢湖ハートハー
ブで特別企画展を 24 日まで
開催し、稚魚を生体展示し
ています。山梨県西湖から
来たクニマスが待ってます。
皆さんご覧ください。

つ ぶ や き
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